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1-1. 作業内容

RPV底部（O.P+14320）

LPRM
検出器継手

新規隔離弁ユニット
（第二隔離弁）

RPV

継手（ペデスタル内）

TIP室

O.P+10200

送り・巻き取り
装置ペデスタル

ダミーTIPケーブル
と先端クサビ形状

約8.0ｍ 位置

（TIP索引装置手前）
前回(2月27日）※1

約7.7ｍ 位置

（TIP索引装置手前）
今回（7月10日）※2

図中凡例推定到達位置Cライン

※1 ファイバースコープ挿入

※2 ダミーTIPケーブル挿入

【注】到達位置は送り装置の回転数換算により算出

TIP索引装置
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付着物

Cライン

索引装置約手前



1-2.付着物状況（写真）

ダミーTIPケーブルを引き抜き後、先端部に付着物を確認。
γ線：50.0mSv/h γ＋β線：200mSv/h
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ダミーTIPケーブル先端

約20mm



２.作業結果

作業員の被ばく線量実績
線量最大値：0.60ｍＳｖ（計画線量：3ｍＳｖ）

作業結果
 Cライン第二隔離弁入口フランジより約7.7ｍ位置まで、
ダミーＴＩＰケーブルを挿入。前回と同様の位置で挿入不可。

 ダミーTIPケーブルを引き抜き後、先端部に付着物を確認。
（γ線：50.0mSv/h γ＋β線：200mSv/h ）

 Cラインについては、調査終了。明日、Aライン調査予定。
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３.今後の作業予定
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Ｃライン

各ライン1～3日で実施。（詰まりの状況に応じて、最長3日）

Ｄライン

Ａライン
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Ｂライン

●全ラインの健全性確認後、今回の調査結果を踏まえて
今後の対応を検討する。


